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労
働
力
。
価
値
お
よ
び
価
格
と
骨
闘
の
価
格
覚
書

第
人
十
五
巻

プミ

第

号

四

労
働
力
の
価
値
お
よ
び
価
格
と
労
働
の
価
格
覚
書

1

1
同
一
労
働
同
一
賃
金
の
原
則
再
論
と
自
説
の
修
正

1

1
帯

本

英

太

良E

同
一
労
働
同
一
賃
金
の
原
則
と
労
働
力
の
使
用
価
値

働
を
朽
い
う
る
男
女
が
同
一
白
労
働
市
場
で
競
争
し
て
い
る
か
ぎ
り
、

(
市
場
)
価
値
は
、
い
う
ま
で
も
な
く
、
当
該
労
働
力
の
支
配
的
た
平
均
的
た
社
会
的
再
生
産
費
で
あ
り
、

男
女
自
労
働
力
白
社
会
的
再
生
産
費
が
質
的
に
異
る
か
ぎ
り
、
少
く
と
も
男
女
白
労
働
力
の
市
場
価
値
は
異
る
。
同
一
白
質
量
の
労

モ
ζ

に
成
立
す
る
労
働
の
市
場
価
格
を
規
制
す
る
労
働
力
白

己
申
支
配
的
、
平
均
的
左

社
会
的
再
生
産
費
と
異
る
再
生
産
費
は
、
当
該
労
働
力
の
個
別
的
価
値
を
形
成
す
る
。
男
子
が
支
配
的
な
労
働
部
門
で
は
、
そ
由
労
働

力
の
市
場
価
格
を
規
制
す
る
も
の
は
、
労
働
力
(
男
子
)
の
価
値
〔
市
場
仰
値
〉
で
あ
り
、
こ
の
場
合
、
女
子
の
労
働
力
の
再
生
産
費
は

個
別
的
価
値
と
な
る
。
逆
に
女
子
が
支
配
的
な
労
働
部
門
で
は
、
そ
由
市
場
価
格
を
規
制
す
る
も
の
は
、
女
子
の
労
働
力
の
価
値
(
市

場
価
値
)
で
あ
り
、
己
白
場
合
、
男
子
労
働
力
の
再
生
産
費
は
個
別
的
価
値
と
在
る
。
勿
論
男
子
に
し
ろ
女
子
に
し
ろ
、
モ
の
個
々
の

労
働
力
の
再
生
産
費
は
一
般
に
個
別
的
価
値
で
あ
る
。
こ
と
で
は
労
働
力
の
市
場
価
格
を
規
制
す
る
も
の
が
、
労
働
力
の
価
値
で
あ
づ

た
り
、
女
子
労
働
力
の
(
市
場
)
価
値
で
あ
っ
た
り
す
る
己
と
に
よ
っ

τ、
女
子
干
男
子
の
労
働
力
の
再
生
産
費
が
、

モ
れ
ぞ
れ
一
般



的
に
個
別
的
価
値
と
な
る
己
と
を
加
っ
て
い
る
だ
け
で
あ
る
。
し
た
が
フ
て
、
同
一
の
質
量
白
労
働
を
行
い
う
る
男
女
が
同
一
の
労
働

市
場
で
競
争
し
て
い
る
場
合
、
そ
こ
に
成
立
す
る
労
働
の
市
場
価
格
主
規
制
す
る
価
値
は
、
男
子
と
女
子
の
モ
れ
ぞ
れ
異
っ
た
二
つ
の

労
働
力
の
価
値
で
は
な
く
、
当
該
労
働
部
門
白
支
配
的
・
平
均
的
志
社
会
的
再
生
産
費
と
し
て
の
市
場
価
値
で
あ
る
。

こ
の
点
は
熟
練
労
働
と
半
熟
練
な
い
し
不
熟
練
の
労
働
と
の
問
に
沿
い

τも
同
様
で
あ
る
。

熟
練
労
働
(
者
)
が
支
配
的
な
労
働
部

門
で
は
、
当
該
熟
練
労
働
力
の
社
会
的
再
生
産
費
と
し
て
の
価
値
が
モ
の
市
場
価
格
を
規
制
し
、
そ
の
熟
練
労
働
が
事
実
上
半
熟
練
な

い
し
不
熟
練
心
労
働
者
に
よ
っ
て
漸
次
行
い
う
る
よ
う
に
な
ヲ
て
も
、
乙
れ
b
の
半
熟
綜
な
い
し
不
熟
練
労
働
力
の
再
生
産
費
は
、
個

別
的
価
値
に
と
ど
ま
る
の
で
あ
る
。
己
の
半
熟
練
芯
い
し
不
熟
練
労
働
者
が
当
該
労
働
部
門
の
支
配
的
恋
労
働
者
と
中
な
っ
て
は
じ
め
て
、

モ
白
半
熟
練
な
い
し
不
熟
練
労
働
力
白
社
会
的
再
生
産
費
が
、

そ
の
労
働
力
の
市
場
価
格
を
規
制
す
る
価
値
(
市
場
価
値
)

と
な
る
の

で
あ
る
u

こ
四
点
に
か
ん
し
、
筆
者
は
重
大
た
誤
認
を
し
(
筆
者
編
著
「
労
働
問
題
」
八
三
|
λ

四
で
l

ジ
可
あ
だ
か
も
二
つ
あ
る
い
は
そ

れ
以
上
の
価
値
が
、
労
働
力
の
市
場
価
格
を
規
制
す
る
か
の
如
く
主
張
し
た
。
こ
れ
は
明
ら
か
に
誤
り
で
あ

p
、
こ
こ
に
訂
正
し
た
い
。

と
こ
ろ
で
、
こ
の
こ
と
は
、
同
一
労
働
同
一
賃
金
の
原
則
が
、
同
一
労
働
力
の
価
値
リ
同
一
賃
金
白
原
別
で
あ
る
こ
と
を
意
味
す
る

で
あ
ろ
う
か
。
問
題
は
、
労
働
白
市
場
価
格
を
一
般
的
に
規
制
す
る
労
働
力
の
価
値
法
則
が
、
た
だ
ち
に
賃
金
要
求
の
原
則
に
在
日
う

る
か
ど
う
か
で
あ
る
。
労
働
の
市
場
価
格
主
規
制
す
る
労
働
力
の
価
値
は
、
す
で
に
一
言
し
た
ご
と
く
、
当
該
労
働
部
門
の
支
配
的
平

均
的
左
労
働
力
の
社
会
的
再
生
産
費
で
あ
り
、
個
別
的
に
は
モ
れ
ぞ
れ
異
っ
て
い
る
。
再
生
産
費
の
個
別
的
に
異
る
労
働
刀
に
、
同
一

の
賃
金
主
要
求
し
う
る
の
は
、
モ
れ
が
同
じ
具
体
的
有
用
労
働
の
同
じ
分
量
の
労
働
だ
か

b
で
あ
る
。
同
じ
労
働
だ
か

b
同
じ
賃
金
主

要
求
し
う
る
白
で
あ
っ
て
、
労
働
力
心
価
値
が
同
じ
だ
か

b
、
同
じ
賃
金
を
要
求
し
う
る
白
で
は
な
い
。
ま
た
、
資
本
家
が
、
己
臼
要

求
を
容
れ
る
の
は
、
同
じ
質
量
の
労
働
に
た
い
し
て
、
他
白
資
本
家
よ
り
よ
り
高
い
賃
金
を
支
払
う
こ
と
を
肯
ん
じ
な
い
と
い
う
、
資

労
働
力
。
価
値
お
よ
び
価
絡
と
許
働
の
価
格
覚
書

第
八
十
五
巻

一』

ノ、

第

五



労
働
力
の
価
値
お
よ
び
価
柿
と
労
働
の
価
格
覚
書

第
八
十
五
巻

四

第
三
号

/、

本
間
の
競
争
条
件
均
等
化
の
要
求
を
も
っ
か

b
で
あ
る
。
こ
の
同
じ
質
監
の
労
働
、
す
な
わ
ち
、
同
じ
具
体
的
有
用
労
働
の
同
じ
分
量

の
労
働
と
い
う
契
機
(
労
働
力
の
使
用
例
値
的
視
点
〉
を
放
さ
に
し
て
は
、
同
一
労
働
同
一
賃
金
白
原
則
の
主
張
は
、
モ
の
あ
ら
ゆ
る
根
!
品

を
失
っ
て
し
ま
う
の
で
あ
る
。
当
該
労
働
部
門
の
労
働
力
の
支
配
的
ヤ
均
的
危
社
会
的
再
生
産
費
と
し
て
の
労
働
刀
の
市
場
価
値
は
ひ

と
つ
で
あ
っ
て
も
、
同
じ
質
量
白
労
働
主
な
し
う
る
労
働
者
の
労
働
市
場
に
は
、
労
働
力
の
社
会
的
再
生
産
費
の
質
的
に
異
る
男
女
が

競
干
し

τお
り
、
労
働
力
の
価
値
視
点
か
ら
の
同
一
賃
金
の
主
張
は
、
資
本
家
階
級
を
理
論
的
に
も
現
実
的
に
も
納
得
さ
吐
る
乙
と
が

で
き
ず
、
し
た
が
っ
て
、
こ
り
要
求
原
則
の
貫
徹
は
到
底
不
可
能
で
あ
る
と
い
わ
ね
ぽ
左
ら
な
い
の
で
あ
る
。

同
一
労
働
同
一
賃
金
の
原
則
は
、
も
と
も
と
、
同
じ
質
量
の
労
働
を
行
う
労
働
者
間
に
賃
金
格
差
が
存
す
る
場
合
、
よ
り
低
い
賃
金

が
よ
り
高
い
賃
金
主
引
下
げ
る
役
割
を
果
し
、
賃
金
水
準
の
低
下
を
も
た
ら
す
こ
と
を
、
労
働
者
階
級
が
経
験
を
通
じ

τ理
解
し
た
か

b
で
あ
む
、
同
士
ω
質
量
の
労
働
を
根
拠
に
、
同
一
賃
金
し
同
一
貸
率
主
主
張
す
る
と
と
に
端
を
発
し
た
も
の
で
あ
り
、
モ
れ
が
同
一

白
質
量
心
労
働
で
あ
る
が
故
に
、
労
働
者
階
級
は
、
そ
の
労
働
と
直
接
K
結
び
つ
U
た
、
そ
の
労
働
を
た
し
う
る
そ
れ
ぞ
れ
の
労
働
者

個
人
か
ら
独
立
し
た
賃
率
を
確
立
す
る
こ
と
が
で
き
た
の
で
あ
る
。
そ
し
て
乙
の
賃
率
白
水
準
た
り
一
一
日
さ
た
り
を
一
般
的
に
規
制
す
る

も
の
が
労
働
力
の
価
値
で
あ
る
。
ま
た
、
己
の
原
則
が
資
木
家
に
と
っ
て
も
一
面
合
理
性
を
も
つ
の
に
、
男
女
同
一
労
働
同
一
賃
金
の

原
則
の
貫
徹
が
異
常
に
困
難
な
白
は
、
男
女
の
労
働
力
の
社
会
的
再
生
産
費
が
質
的
に
異
る
か
ら
で
あ
り
、
資
本
は
労
働
力
の
社
会
的

再
生
産
費
が
よ
り
低
い
友
子
労
働
力
に
た
い
し
、
同
じ
労
働
で
あ
っ
て
も
、
男
子
と
同
一
の
賃
金
を
支
払
う
己
と
を
肯
ん
ぜ
ず
、
さ
ら
進

ん
で
は
、
女
子
だ
け
の
職
場

l
労
働
部
門
を
つ
く
っ
て
、
賃
金
を
引
下
げ
よ
う
と
す
る
の
で
あ
る
(
バ
ス
の
車
掌
や
百
貨
庖
の
売
子
な
ど
)
。



労
働
カ
の
価
値
お
よ
び
価
格
と
労
働
の
価
格

-

1
労
働
の
価
格
の
法
則
に
つ
い
て
|
|

同
一
労
働
同
一
賃
金
白
原
則
は
、
労
働
力
の
使
用
価
値
的
契
機
に
も
と
ず
く
賞
金
水
準
低
下
阻
止
の
要
求
原
別
で
あ
り
、
労
働
力
心

価
格
、
す
な
わ
ち
労
働
(
力
)
の
市
場
価
格
主
規
制
す
る
も
の
が
労
働
刀
の
価
値
(
法
則
〉
で
あ
る
己
と
を
み
た
の
で
あ
る
が
、
こ
こ
で
、

労
働
力
の
価
値
と
価
格
、
さ
ら
に
「
労
働
の
価
格
」
な
ど
と
の
相
互
の
関
係
を
示
せ
ば
上
図
D
と
お
り
で
あ
る
。

ま
ず
一
定
の
価
値
を
も
っ
た
労
働
力
は
、
労
働
市
場
で
売
買
さ
れ
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
そ
の
市
場
価
格
(
労
働
力
の
価
格
)
を
も
つ
に

労働力〈申価値〉 労働市場労働〔力〕由市場価

格〔需給的契機がはいる〕一一労働過程一労働ー

労働白価格(労働の量的契機がはいる)ー賃金

い
た
る
。

こ
D
労
働
(
力
)
の
市
場
価
格
は
、
労
働
力
の
需
給
関
係
を
演
じ
て
変
動
す
る
。

現
在
の
ご
と
き
消
費
革
命
の

時
代
で
も
、
労
働
力
の
価
値
は
必
ず
し
も
一
挙
に
は
変
化
し
な
い
し
、

ま
し
て
労
働
力
白
需
給
関
係
に
よ
る
労
働
(
力
)

の
市
場
価
格
の
変
化
は
、
労
働
刀
心
価
値
を
変
化
さ
せ
v

な
い
。
し
た
が
っ
て
、
労
働
力
の
価
値
は
労
働
(
力
)
の
市
場
価

格
を
規
制
は
す
る
が
、
労
働
戸
力
)
の
市
場
価
格
は
、
そ
の
需
給
の
変
動
に
よ
っ
て
、
労
働
力
の
価
値
と
は
無
関
係
に
も
変

動
す
る
。
勿
論
、
労
働
力
の
価
値
白
変
化
は
、
当
然
に
、
労
働
力
の
価
格
、
労
働
(
力
)
の
市
場
価
格
を
変
化
さ
せ
る
が
、

し
か
し
労
働
(
力
)
の
市
場
価
格
の
変
動
は
、
労
働
力
の
価
値
に
た
い
し
相
対
的
た
独
自
性
を
も
っ
と
い
う
こ
と
が
で
き

る
日
で
あ
る
。
こ
れ
は
労
働
力
の
価
格
法
則
と
称
し
て
も
必
ず
し
も
差
支
な
い
で
あ
ろ
う
。

さ
て
、
労
働
力
の
価
格
す
た
わ
ら
労
働
(
力
)
の
市
場
価
格
は
、
労
働
過
程
で
の
現
実
の
労
働
を
媒
介
に
し
て
、

労
働

の
価
格
H
H
賃
金
に
転
化
す
る
。
賃
金
は
労
働
の
行
わ
れ
た
後
に
支
払
わ
れ
る
の
が
普
通
で
あ
り
、
己
の
賃
金
の
大
小
は
、

現
実
に
行
わ
れ
た
労
働
白
分
量
の
大
小
に
よ
っ
て
変
化
す
る
。
労
働
(
力
)
の
市
場
価
楕
は
、
通
常
、

あ
る
一
定
の
長
さ

労
働
力
。
価
値
お
よ
ひ
価
格
と
労
働
の
価
格
覚
書

第
八
十
五
巻

一
六
五

第
三
号

寸じ



労
働
力
の
価
値
お
よ
び
価
格
と
労
働
の
価
格
覚
書

第
八
十
有
巻

一
六
六

第
三
号

F、

の
労
働
時
間
と
労
働
の
強
度
と
を
前
提
に
し
て
い
る
。
モ
れ
は
当
該
労
働
部
門
の
支
配
的
た
平
均
的
な
労
働
時
間
な
り
労
働
強
度
と
称

し
℃
よ
か
ろ
う
。
現
実
に
行
わ
れ
る
労
働
は
、
己
れ
と
一
致
す
る
と
は
限
ら
な
い
。
よ
り
強
度
の
強
い
、
よ
り
労
働
時
間
白
長
い
労
働

が
託
さ
れ
る
場
合
も
あ
れ
ば
、
そ
の
逆
の
場
合
も
あ
る
。
モ
れ
は
、
当
然
に
、
あ
る
二
品
目
労
働
強
度
と
労
働
時
聞
を
前
提
と
す
る
労

働
の
市
場
価
格
よ
り
よ
り
多
い
賃
金
と
な
り
、
ま
た
よ
り
少
い
賃
金
と
た
る
。
し
た
が
っ
て
、
賃
金
の
大
小
平
変
動
は
、
労
働
力
。
価

値
の
大
小
平
変
化
、
さ
ら
に
労
働
ハ
力
)
の
市
場
価
格
の
変
動
に
よ
っ
て
行
わ
れ
る
ば
か
り
で
た
く
、
現
実
に
行
わ
れ
る
労
働
の
分
量

の
大
小
に
よ
ヲ
て
も
行
わ
れ
る
の
で
あ
る
。
そ
れ
故
、
賃
金
の
変
動
は
、
労
働
力
の
価
値
法
則
や
価
格
法
則
に
た
い
し
相
対
的
た
独
自

性
を
も
っ
て
い
る
と
い
う
こ
と
が
で
き
る
の
で
あ
る
。
己
れ
は
「
労
働
の
価
格
の
法
則
」
と
称
し
て
差
支
た
い
で
あ
ろ
う
。
も
と
よ
り
、

労
働
が
価
格
を
も
っ
た
ど
と
い
う
こ
と
は
本
質
的
に
あ
り
え
た
い
己
と
で
あ
る
が
、
現
実
の
労
働
の
分
量
の
大
小
に
よ
ヮ
て
直
接
的
に

賃
金
の
大
小
が
規
定
さ
れ
て
く
る
か
ぎ
り
、
労
働
力
白
価
値
中
労
働
(
力
)
の
市
場
価
格
K
よ
ヲ
て
規
制
さ
れ
つ
つ
も
、
こ
れ
と
は
相

対
的
た
独
自
性
を
も
っ
規
定
要
因
と
し
て
、
こ
れ
を
労
働
の
価
格
の
法
則
と
称
す
る
こ
と
は
、
何
等
差
支
な
い
ば
か
り
か
、
必
要
で
あ

る
と
い
わ
ね
ば
た
b
な
い
の
で
あ
る
。
判
と
な
れ
ば
、
労
働
の
分
量
の
大
小
に
よ
っ

τ直
接
的
に
規
定
さ
れ
る
労
働
の
価
格

ω
法
則
主

抜
き
に
し
て
は
、
賃
金
を
上
り
具
体
的
に
理
解
す
る
こ
と
は
で
き
な
い
か
ら
で
あ
る
。

か
く
て
、
賃
金
主
具
体
的
に
理
解
す
る
た
め
に
は
、
労
働
刀
の
価
値
法
則
ば
か
り
で
な
く
、
需
給
関
係
に
媒
介
さ
れ
る
労
働
力
む
価

格
法
則
干
、
古
て
は
、
労
働
の
分
量
の
大
小
に
よ
円

J

て
規
定
さ
れ
る
労
働
の
価
格
の
法
則
を
も
っ

τし
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
U
で
あ
る
。

モ
し
て
、
己
臼
労
働
の
価
格
白
法
則
平
労
働
刈
の
価
格
法
則
を
根
本
的
一
般
的
に
規
制
す
る
法
則
が
、
ま
さ
に
労
働
力

ω価
値
法
則
に

外
た

b
な
い
の
で
あ
る
。


